
水溶性切削液を弾く

貼るだけ簡単

加工点が見える

まどすけ
【種類/価格】（消費税別）
・MDS-700   サイズ（700mm×520mm）      
・MDS-400   サイズ（400mm×520mm）     
・MDS-300   サイズ（300mm×520mm）      
・MDS-260   サイズ（260mm×200mm）      
・MDS-200   サイズ（200mm×200mm）     
・MDS-140   サイズ（140mm×200mm）      
・MDS-240Φ サイズ（直径240mm）丸形     

加工機の窓が透けて見える加工機の窓が透けて見える

水溶性切削液を弾くフィルム

【別売品】（消費税別）
●固定補助シール（油面対応透明シール 35mm幅）
・10ⅿ 希望小売価格￥1,200　　
・50ｍ 希望小売価格￥4,800

丸形
新登場

　※特注サイズは、別途御見積り致します。
●貼付前の内窓洗浄とメンテナンス用洗浄剤
切削液が洗浄しきれていないと脱落の原因となります。
907Pクリーナー（250㎖）希望小売価格￥1,000
危険等級：第四類第二石油類

… 希望小売価格 ¥14,000
… 希望小売価格 ¥10,000
… 希望小売価格   ¥9,000
… 希望小売価格   ¥9,500（3枚入セット）
… 希望小売価格   ¥9,000（3枚入セット）
… 希望小売価格   ¥8,500（3枚入セット）
… 希望小売価格 ¥12,000（3枚入セット）



★★★貼り方について★★★ 

「まどすけ」は粘着面保護の為、本体と粘着面を保護しているセパレートシートの２枚重ねとなっています。   

白いシールの貼ってある方が、不要となるセパレートシートです。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  水を使った貼り方 
    （位置決めがしやすく、気泡が抜きやすい） 

    水を使わない貼り方 
（簡単に行える） 

大きめのサイズ推奨 

MDS-700・MDS-400・MDS-300 

小さめのサイズに可能 

MDS-260・MDS-200・MDS-140・MDS－240Φ 

１. 貼る位置に霧吹きで十分に水をかけます。 

 

２. セパレートシートを剥がした｢まどすけ｣を貼る。 

 

３. 位置決めをする。 

 

４.ゴムヘラなどを使って、出来るだけ気泡と水を抜く。 

 （抜き残りがあると脱落の原因となります。） 

 

５. 窓に細かな傷がある場合は、隙間から加工液が浸入 

して脱落の原因となります。その場合は別売品の固定

補助シールで上下左右の４面を固定し、加工液の浸入

を防いでください。 

セパレートシートを 8㎝程剥がして｢まどすけ｣の 

端部分を固定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「まどすけ」シート裏面 

セパレートシート（白いシールが貼ってあります。不要になるシートです）

セパレートシートを剥がす時は、白いシールをつまんで剥がしてください。 

※丸形まどすけも同じです。 

○まどすけの寿命の目安は、飛んでくる切り屑によって発生した傷に加工液が溜まり、内部が見え難くなって

きます。視界が悪くなった時が交換時期です。 

〇切削液の汚れが溜まってくると、見えにくくなってきます。その時は 907Pクリーナーで拭いてください。 

※ご不明な点がありましたら、担当営業、または弊社までお気軽にご相談ください。 

相談窓口：TEL（042）345-1356 

●飛んでくる切り屑が少ないところに貼る事で「まどすけ」の損傷軽減になります。 

●907Ｐクリーナーで、貼る位置の洗浄をしっかり行う。 

（洗浄が不十分だと加工液の侵入や脱落の原因となります。しっかり洗浄する事が重要です。） 

 

方法① 方法② 

窓 

まどすけ 

最初はセパレートシートの端を折り

曲げるようにし、剥がしながら貼る。 

セパレートシートを剥がしながら貼ります。 

気泡が入りないように乾いたウエスなど使い、

気泡を追い出しながら貼ってください。 

「まどすけ」の上部には加工液が溜まりやすいです。 

「まどすけ」の上部に固定補助シールを貼る事で加工液が流れやすくなります。 

窓に傷がある場合の、加工液侵入による離脱の予防対策にもなります。  

「固定補助シール」の便利な使い方、ワンポイントアドバイス 

ウエスで気泡を追い出すイメージで。 

【使い方】 

まどすけ 
まどすけ まどすけ 

液が流れやすい 液が溜まりやすい 


